
季
節
を
創
る 

晴
れ
の
膳
へ
の
こ
だ
わ
り

～
犬
吠
埼
京
成
ホ
テ
ル
が
贈
る
婚
礼
料
理
～

　

ま
ず
第
一
は
季
節
感
。
そ
し
て
見
た

目
が
美
し
く
、
食
べ
て
も
美
味
し
い
婚

礼
料
理
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば

春
で
す
と
筍
や
葺
き
蕨
、
山
菜…

一
皿

一
皿
旬
を
感
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
盛

り
付
け
に
も
細
部
ま
で
気
を
配
り
ま

す
。ま
た
会
席
料
理
を
は
じ
め
と
し
て
、

地
中
海
料
理
、
中
華
ヌ
ー
ベ
ル
シ
ノ
ワ

と
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

　

銚
子
は
太
平
洋
の
玄
関
口
。
海
産
物

が
豊
富
に
採
れ
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
地

の
も
の
を
使
っ
て
お
り
ま
す
。
お
め
で

た
い
金
目
鯛
が
一
年
通
し
て
採
れ
る
の

も
こ
ち
ら
な
ら
で
は
で
す
。
新
鮮
で
身

の
締
ま
っ
た
金
目
鯛
は
刺
身
は
も
ち
ろ

ん
、
焼
き
物
や
煮
付
け
に
し
て
も
と
て

も
美
味
し
い
の
で
婚
礼
に
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
和
・
洋
・
中
す
べ
て
の
料
理
に

ア
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
が
、
中
で
も
お
客

様
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
の
多
い
刺
身
の
御

犬
吠
埼
京
成
ホ
テ
ル
総
料
理
長　

三
浦 

秋
男

千
葉
県
出
身
。
千
葉
県
内
の
有
名
ホ
テ
ル
や
料
亭
で
日
本
料
理
を

担
当
、
２
０
０
８
年
よ
り
犬
吠
埼
京
成
ホ
テ
ル
総
料
理
長
。
季
節

感
を
取
り
入
れ
た
繊
細
な
会
席
料
理
に
は
定
評
が
あ
る
。

海＆クリスマスをイメージしたハッピーウェディング
大切にしたのは“ 自分達らしさ ”と“ 感謝の気持ち ”

　共通の友人の紹介がきっかけで知り合ったおふたり。地元銚

子で生まれ育ったので海が大好き！海の見えるチャペルでの挙式

に憧れて、犬吠埼京成ホテルでの結婚式を決めました。披露宴の

前にドレスとタキシードでのロケーション撮影を海岸やマリーナ、灯

台などで行い、観光客から「おめでとう！」と祝福してもらったことがと

ても嬉しかったそう。写真は３メートルの大きなウェルカムボードにして披露宴会場でもお披露目し、

ゲストからも大好評でした。

　披露宴でこだわったのは「自分達らしい式にすること」。衣裳やお色直しの順番、演出、料理ま

でオリジナル性を重視。クリスマスシーズンを意識したキュートな色づかいの会場は和装にもドレス

にも合うよう工夫しました。また随所に「家族への感謝」をイメージした演出も両親を思うふたり

だからこそ。新婦の和装の着付けは新郎のお母様が担当、お色直しの赤いドレスは小さな頃、ピア

ノの発表会に新婦のお母様が手縫いで縫ってくれた思い出のドレスを意識したもの。そしてラスト

の両親への手紙でしっかりと感謝の思いを伝えることが出来ました。「決まった枠にとらわれず、自

由に自分達の夢を実現出来たので、大満足です！と話してくれました。

央さん、杏奈さんどうかお幸せに！

vol.2            A couple of interview

手島流ウェディングガイド

vol 2

E s s ay

彩りと幸せの食卓

リアル・リッチな暮らしを提案するクリエイターとして食空間のコー

ディネート・コンサルティング等の分野で幅広く活躍。レストラン

やホテルに向けた、こだわりの“ クチュールウェディング ”で、数々

のオリジナルウェディングをプロデュース、花嫁の支持を得ている。

著書：「Osakeでスイーツ」「12 のパリの物語」。

テーブルコーディネーター　手島麻記子　Makiko Tejima

造
り
は
皮
と
身
が
紅
白
で
見
た
目
も
美

し
く
、
お
祝
い
の
地
酒
と
も
よ
く
合
う

港
町
ら
し
い
豪
華
な
一
品
で
す
。

　

地
魚
や
貝
な
ど
は
漁
港
へ
出
向
い
て

自
分
で
選
ぶ
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
良
い
食
材
を
仕
入
れ
る
た
め

に
地
元
の
漁
師
さ
ん
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

新
鮮
な
も
の
を
新
鮮
な
ま
ま
お
客
様

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い―

そ
の
気

持
ち
を
大
切
に
、
特
別
な
日
の
お
料
理

を
お
作
り
し
て
お
り
ま
す
。

レースたっぷりのベアトップとハイウエストの

エアリースカートは長いベールとの相性も

ぴったり。空間に負けない華やかさを印象づ

けてくれます。

フリル＆レースたっぷりの

ゴージャスな一着
01

光の角度でカラーを変えるシャンブレー効果のあるコーラルピンク

のラメオーガンと黒いレース柄のグリッターも印象的。キュートな

魅力あふれるドレスです。

カワイイピンクは

キュートな女子カラ―！
03

ウエストにレースのバラをちりばめた大人感満点のクールなドレ

ス。デコルテを美しく魅せてくれるクリスタルとブルーのグラデー

ションが爽やかな一着。

海を感じる

クールビューティなドレス
02

“
あ
な
た
の
た
め
の
、
あ
な
た
だ
け
の
、
最
高
ド
レ
ス
”

憧
れ
の
人
気
女
優
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
キ
ラ
キ
ラ
☆
ド
レ
ス
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
。
定
番
の
モ
チ
ー
フ
に
留
ま
ら
ず
、
遊
び
ゴ
コ
ロ
が

散
り
ば
め
ら
れ
た
キ
ュ
ー
ト
な
デ
ザ
イ
ン
は
特
別
の
日
の
あ
な
た

を
い
っ
そ
う
輝
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

特
別
な
今
日
、

　
　
私
が
一
番
輝
く
ド
レ
ス
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モデル：岩井 恵理さん　　　　  
2010 年 12 月18 日 挙式

2

1

＊青い海をバックにしたおふたり。白いブーケとラ

リエットが美しい杏奈さん。まるで海の女神のよう！ 

＊お色直しの退場の際、白内掛けをぱっと脱ぐと鮮

やかな振袖に早変わり。会場を沸かせた演出は新

郎のお母様のアイディア。 ＊挙式ではブーケトスな

らぬ男性陣も交えてプレゼントトスを。お友達思い

のふたりからの楽しいサプライズ。 ＊クリスマスカ

ラ―に彩られた会場にビビットな赤のドレスがよく

似合います。「ドレスが可愛くて最高でした！」（杏

奈さん） ＊ゲストのテーブルから集めたカーネー

ションをブーケにして公開プロポーズ。ぐっと男ら

しい新郎に新婦も感激！ 
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5圓城寺  央 さん（24）

　　　杏奈さん（24）

2010 年12 月４日

挙式日

　ここ近年のロイヤルウェディングは、民間の方との

婚礼が増えており、記憶に新しいところでは皇太子妃

雅子様のロイヤルウェディングをはじめ、スペイン・フェ

リペ皇太子と国営人気ニュースキャスターのレティシア

妃の結婚など、民間からのお輿入れが見られるように

なりました。これはキャリアを積んだ女性の知性や経

験が認められ、また色々な形で結婚後の国際的な活

今年はロイヤルウェディングブームが起こりそうなきざし

動や取り組みにつながっている事にも上げられます。

　ウイリアム王子とお相手ケイト・ミドルトンさんとの婚約会見で、ケイトさんの指に光る、サファ

イアとダイヤの指輪は故ダイアナ妃のものであったことが報道されました。ロイヤルファミリーでは、

この婚約指輪のように、結婚にまつわる様々な大切なものを、家族代々継承していくという考え方

があります。食卓の上でいえば、ナイフ・フォークなどの銀製品やテーブルクロスなどの麻のリネ

ンは、祖母から母へ、母から娘へと何代にもわたって受け継がれます。自分の母親やファミリーか

ら伝わる思いを受け継ぐと共に、上質なものを大切に長く使っていくという考え方は、結婚を機に

新しいライフスタイルを築いていくおふたりにとって、大いに参考になることではないかと思います。

　ファッションにおける今年の

春・夏の流行色は、ネイビー

です。ネイビーといっても、黒

か紺か一瞬見ただけでは区別

がつかないようなネイビーをう

まく着こなすことは、おしゃれ

の上級者です。シルクなどの

上質な素材ほど、ネイビーの

ような微妙な色合いのよさがよ

くわかりますので、お色直しの

ドレスなどに、こうしたトレン

ド色をベースにしたコーディ

今年のウェディングの流行はネイビーカラ―

Coord i nated by Mak i ko Tej ima

ネートをとりいれるのもおすすめです。また、昨年から引き続き、量ではなく“質”にこだわったウェ

ディングが注目されています。ゲストをもてなすお料理においても、その数の多さではなく、ひと

皿ごとの質を高め、ゆっくり味わって頂くことが大切です。また、引き出物も、かさばるものよりも、

コンパクトで実用的なものが喜ばれる傾向が続きますが、引き菓子は、家族皆で楽しめる、話題

性のあるパティシェのお菓子などが人気です。お料理にしても、引き出物にしても、たくさんの選

択肢からおふたりらしいものを選ぶにあたっては、信頼できるウェディングプランナーとの出会いが

とても重要です。プロの目線からのアドバイスを参考に、お二人ならではのこだわりを、是非実現

させてください。


